


４年前
毎日忙しく過ごされている先生方・・・
何かを変えて
 先生方の子どもと向き合う時間を生み出せないか・・・
 校務を効率化できないか・・・
 校務で行ったことを授業で活かせないか・・・

令和３年度からＩＣＴを
活用した校務改善に学校
全体で取り組む。







・いつでも連絡できる ・考え
　の整理が容易
・いつでも確認できる
・会議資料のペーパレス化
・会議資料印刷時間の削減
・会議や話合い時間の短縮
・クラスごとにクラスルームを
　作成し、授業等で活用

Google Workspace
を活用すると…



本渡南小 校務でのＩＣＴ活用・・・

・サイト（職員HP）→情報の一元化、情報発信・確認
・チャット →情報発信・確認
・フォーム →アンケート収集・整理、情報発信
　　　　　　補欠指導計画・校外指導計画入力、
　　　　　　欠席・遅刻連絡入力

・クラスルーム →情報発信・確認、情報（資料）の整理
・スプレッドシート →共同編集、情報の整理
・カレンダー →共同編集
　　　　　　　行事・出張・年休・来校者等の情報整理 など





職員ＨＰを開くと・・・
・いろんな場所にある情報を一元化
 → 必要な情報を探す時間が短縮できる。
・様々な情報を発信したり、すぐ確認したり
　できる。
・アイコンをクリックすれば、様々なアプリ
　が使える。
・その日の行事、来校者、年休等の取得者が
　すぐに確認できる。
・各種Formをすぐに使える。
・出欠状況の確認がすぐに確認できる。 

　　　　　　　　　　　　　　　　などなど

南小職員HPからいろんな情報にア
クセスできる・・・



クリックすると・・・



①お知らせフォームが立ち上が
　る。

②必要事項を入力し、送信する。

③お知らせ確認（スプレッドシー
　ト）に入力内容が反映される。

④お知らせフォームを送信したら
　チャットに通知が自動配信され
　る。

サイトにお知らせフォームのリンクを貼り付けている。



クリックすると・・・



フォームで投稿
された全てのお
知らせを確認で
きる。



最新の３日間のお
知らせを全て見れ
る。職員朝会で提
案するもの、しな
いもの全て。 ４日
目には消える。



次の週の職員朝会
で提案するお知ら
せのみ表示。司会
はここを見て進行
する。



④お知らせフォー
　ムを送信したら
   チャットにも通
　知が自動配信さ
　れる。

⑤チャットでもお
　知らせを確認で
　きる。



お知らせフォームを送信したらチャットに通知が自動配信される仕組みを、他のことにも応用！！

計画が送られたことが
チャットで分かる！！

管理職の承認もすぐ
にできる！！

チャット、カレンダー
どちらからも確認でき
る！！

いつでも確認できる！！



承認用（補欠、校外
など）のスペースに
通知がくる。リンク
をクリックすると、
計画が確認できる。
※別途設定が必要



Googleカレンダー
にも補欠指導計
画・校外指導計画
が自動的に反映さ
れる。
※別途設定が必要





クリックすると・・・



①出欠関係のペ
　ージが開く。
②自分が必要な
　情報のボタン
　を押すと、そ
　のページが開
　く。





連絡内容ごとにス
ペースを作成する
と便利！！



それぞれのス
ペースで共有
されたデータ
が全て共有中
から確認でき
る。

クリックすると・・・



クリックすると・・・

スペースで共有され
たファイル、リンク
メディアが全て共有
中から確認できる。



「チャットで検索」
にキーワードを入れ
ると、探している情
報がすぐに検索でき
る。

チャットは検索が便利！！



例えば、自分が探していることの
キーワード「熱中症」と検索する
と、チャットの中から熱中症に関
するチャット内容が表示されま
す。

自分が探しているものをクリックすると、すぐに自分が探して
いた情報が見つかります。



すぐに探せる…
共同編集ができる…
〇構想案をクラウドに保存する。
〇構想案データリンクをクリックすると、
 すぐに見れる。
〇修正等があれば、他の人も入力できる。 
 （共同編集ができる。）
○職員間で行ったことが、授業でも活かせる。
 情報共有：職員間、職員と児童







上から順番にボタンを
押していく。
・ＴＡＰ入力
・今日の退勤予定時間入力
・欠席・遅刻・早退確認
・インフルエンザ確認
・チャット確認
・お知らせ確認　など
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•ペーパーレス化による業務の省力化 
•情報検索のスピードアップ 
•データ共有の円滑化 
•授業準備の効率化 

ＩＣＴを活用した校務改善の成果

•リアルタイムな情報共有 どこからでもアクセス可能な情報 
•共同編集による効率的な作業 

•リアルタイムな情報共有 どこからでもアクセス可能な情報 
•共同編集による効率的な作業 

•印刷コストの削減 
•時間や場所にとらわれない働き方

業務の効率化

情報共有の円滑化

授業への活用

その他



ＩＣＴを活用した校務改善の課題
•情報過多: 情報量が膨大になり、必要な情報が探し出しにくい、あるいは、情報
　　　　　 が氾濫しすぎて取捨選択が困難になる。
•情報の質: 情報の信頼性や正確性が担保されていない場合があり、誤った情報に
                 基づいた判断をしてしまうリスクがある。

•スキル不足: ICTツールの操作や活用に関するスキルが不足し、十分に活用でき
　　　　　   ない。
•デジタルデバイド: 年齢や経験によってICTスキルに差が生じ、情報格差が拡大
　　　　                 する。

•セキュリティ: 情報漏洩や不正アクセスなど、セキュリティリスクが常に存在す
　　　　　       る。
•システムの安定性: システム障害やトラブルが発生し、業務に支障が出る可能性
　　　　　　　　    がある。

•コミュニケーション: 非対面でのコミュニケーションが増え、誤解が生じたり、
　　　　　　　　　    コミュニケーションが円滑に進まない場合がある。
•ワークライフバランス: ICTの利用により、仕事とプライベートの境界線が曖昧
　　　　　　　　　　   になり、長時間労働やストレスに繋がる可能性がある。
•組織の文化: ICTの導入によって、既存の組織文化や業務プロセスが変化し、抵
　　　　      抗感や混乱が生じる場合がある。

情報

人材

システム・環境

組織・運用





ＩＣＴを活用した校務改善の今後の改善策

職員向けに、ICTツールの使い方や活用方法に関する研修を定期的に実施する。

情報共有のルールを明確にし、情報の整理と検索を容易にする。

チャットだけでなく、定期的な会議や面談を実施し、双方向のコミュニケーショ
ンを促進する。

相談体制を整える。

ICT研修の充実

情報共有のルール作り

ICT活用事例の共有

ICT活用事例の共有 成功事例や失敗事例を共有し、ICT活用のノウハウを蓄積する。

困った場合

便利なもの、効率化
を図れるもの

天草市内及び県内の学校にどんどん活用について発信していく。


